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　真珠の専門メーカー㈱
ジェムインターナショナル
（本社：東京、下倉隆社長）
恒例の「春の仕入れ会」が

2月14日、東京・品川のザランドマーク
スクエアトーキョーで開催され、オープ
ンと同時に多くの来場者で賑わった。
　今回の新作で最も注目を集めたのが
オンリーワンの別シリーズとして初登場
した、耳たぶに挟むゴージャスな12ミリ
の白蝶ピアス「イヤーカフ（D4.7ct）」
（写真上）と2本指用の白蝶「Wリング
（D2,3ct）」（写真下）。

　更に、オンリーワンシリーズのロング
ネックレスの逸品ものに人気が集まる
中、先端に白蝶真珠と揺れるダイヤモ
ンドをあしらったネックレス（D3,8ct）
が登場、注目された。
　同社の下倉隆社長は、「このところ当
社の商品がアジア系のミドルからアッ
パーミドルまでのお客様に好評されて
いるのに合わせて開発しました。今後と
も品質の良い真珠素材を使って開発し
ていきます」と開発経緯について説明
していた。
　この他にも、大粒の南洋真珠のラグ

ジュアリーな新作逸品はじめ、大小様々
なベビーパールとダイヤモンドをリズミ
カルに散りばめた“月華”、上質な南洋
真珠を主役にダイヤモンドが織り成すリ
ズミカルな輝きがひときわ美しい“風華”
などの新作が出展され、注目を集めた。
　また素材としては、グレーの黒蝶ネッ
クレスやアコヤの無調色8ミリ前後の
組み上がりもの等、他社にない差別化
商材に人気が集中していた。
　なお1月31日、神戸のインドクラブで
行われた同社主催の「素材内見会」で
も、目標を上回る好成績を上げている。

　日本貴金属製鎖工業組合
（JPC。後藤敏明理事長）の「地
金使用量発表午餐会」が2月1日
オーラムで開催され、来賓はじめ
関係者30名弱が集った。
　後藤理事長がインフルエンザ
のために欠席し、中川繁樹副理事

長が代理で挨拶。「今年で36回目を数
える地金使用量発表会は、1981年より
続いている。地金ものは多少良かったた

め、金もプラチナも極
わずかにプラス。米国
大統領の件で大変な
ことになっている。ゴル
フで言うと風がどちら
から吹いているのかわ
からない状況。酉年と
いうことで上手く風に
乗って、この1年を過ご
したい」と述べた。

　AUの使用量は5383kg、前年比1.1％
増、平均価格4393円（$1247.7）。PTは
3503kg、2.4％増、3533円（$988.2）。
年間売上高は699億円、2.4％増と発
表。増えた要因は「輸出品増加。材料費
が下がり、様々な受注が増え生産量が
増えたとみられる。また、地金使用量の
増加だけではなく、ダイヤモンド製品、完
成品の増加も含まれる」とした。
　来賓のプラチナ・ギルド・インターナ

ショナル㈱ハンキンソン尚子氏は「PGI
の国内市場調査は5月に発表予定だ
が、今の感触だと0～3％ほど増加では
ないだろうか。元来PT好きの日本人を
対象にした流通店さんは、以前はYG
かWGのオプションだったのが、今は
YGかPTにすり替わっている。またブラ
イダル以外での高純度化が進んでい
る。若者たちの間では、ギフトでジュエ
リーを贈るようになってきている。厳し
い状況の中、無店舗販売が唯一年間

通して伸びていることは、ジュエリー業
界の将来として良い傾向。今からジュ
エリーを贈る習慣を持つことはプラス。
PTは地金が下がっている傾向にあり、
5万円以下の価格帯でPTが増えてい
ることも大きい」との見解を述べた。そ
して今年のPGIの活動として、「昨年か
ら日本に絞った大きな活動を始めた。
国内需要喚起を狙う。日本のアセット
をもっている層は60代以上。ここを対
象にもう少し根付の重たいPTジュエ
リーを投入する。また、日本のPTチェー
ンを作る技術も高く、消費者目線を
持った輸出の準備を勧めたい。PGIの
ワールドワイドコネクションを活かし、
チェーンジュエリーに特化し、モノだけ
でを流通させるのではなくコンセプトコ
レクションジュエリーという形で打ち出
す。その他、教育などもオンラインで続
けていく」などと話した。

　オーダーメイドジュエ
リーの製造販売・リフォー
ム・修理、時計・革小物・
スーツ・シャツ・靴・時計
などのオーダーメイドで全
国35店舗を展開する㈱ケ
イ・ウノは、ジュエリーや
オーダーメイドに関する、
さまざまなヒト・モノ・コト
の最新情報を紹介する
ニュースレター「ケイウノ
オーダーメイド広報通信」
を2月9日に創刊した。
　「ジュエリー」は、一般
的には“高級”や“特別”な
イメージが強く、その価値

や違い、製作過程など実態については
よく知られていない。「ものづくり日本」と
いわれる技術力をはじめ、人にとってど
のような価値（社会的＆歴史なども含め
て）を提供できるかの情報も含め、時事
や季節要因と関連させた情報として、実
際の事例などを交えながら情報発信し
ていくことで、広く一般に認知される環
境作りを目指したいとしている。
　創刊号では、2015年の「RICE 
BOWL」で日本一に輝いた富士通フロ
ンティアーズのチャンピオンリングの製
作を担当した縁から、中村輝晃クラー
ク選手にインタビュー。配布対象は、報
道機関、業界関係者、従業員、取引先
などとしている。

　㈱ナガホリ（長堀
慶太社長）が毎年こ
の時期に行っている
消費者展「20 1 7
LUXURY横浜」を2
月2日、横浜ベイシェ
ラトンホテル＆タワー
ズで行い、東京都内および県下の百
貨店VIP顧客を中心に350名の来場
者で賑わいのある展示会となり、1億5
千万円を売り上げた。
　同社が扱う海外ブランドでは「ブ

チェラッティ」の売上
が好調、またオリジナ
ルブランドの「ラ・ソ
マ」や「スイートテン・
ダイヤモンド」も、それ
ぞれ一日で20点以
上の販売と高い評価

を得ていた。
　また高額商品では600万円を超え
るルビーの全周ネックレスが販売され
るなど、富裕層の購買力を実感する展
示会となった。

　ジュエリータウンお
かちまち（JTO、田中勇
会長）は、1月30日、東
京都台東区の東天紅で「平成29年新年
会」を開催、会員ら約90人が参加した。
　田中会長は「ジュエリータウンおかち
まちは苦しい中にも本年度は新入会員
が6社あった。卸の機能をしっかり持っ
た団体は、いまやJTOのみと言っても過

言ではな
く、ここに
入 会 が
増えた秘
密がある
と思う。
これから
も宝飾の

集積地としてますます発展していきたい。
そのために情報交換を密にしてお客様
に対応しなければならない。昨年、会長
に就任した時にも申し上げたが、この会
を全参加型にすることを目指している。
会の運営は理事だけでなく、その他の会

員にも積極的に参加をしていただきた
い。そのような中、昨年から進めている事
案のなかで、会員がJTOのサイト上で自
社の商品を販売できるシステムを立ち上
げた。これは販路拡大につながり、海外
にも販売することができるもの。さらに来
街者増強のためにSNSを使った情報発
信も行っている。さらにこれからはプロ
ジェクトごとに参加いただくことを考えて
いる」などと話し、挨拶に代えた。
　続く来賓挨拶では上野警察署の外
谷地地域課長が「昨年は管内でいろい
ろな事件があったが、皆さまのご協力
もあり、全て解決した。警察の業務は皆
さんの目が街に光り成り立っている」な
どとの挨拶があった。
　次に、2期4年間会長を務めた高橋
相談役に、田中会長から記念のダイヤ

のJTOバッジが贈呈された。
　続いて新入会員の縁石屋、オクノ宝
石、グリン宝飾、ヤマ、LILY,S、近藤宝
飾（欠席）の各社が紹介され、JTOへ
の想いが語られた。
　乾杯の発声では、亀山名誉会長が
「今年は難しい年。田中会長の元で活
性化してもらいたい。新入会員も増え、
新しいことにも挑戦してもらいたい。来
年の新年会では良い年だったと言える
ように今年も頑張りましょう。おめでと
う」と述べ、歓談に入った。
　歓談中は、お楽しみ抽選会が行われ
大いに盛り上がった。
　最後に理事と執行部役員が一人ひ
とり紹介された後、熊野広報部長が
「今年の商売繁盛を祈って」と、三本締
めで閉会となった。

 

　KODAMA（㈱コダマ）
のオリジナル工房だから
できる、ものづくりは、世
界に誇れるJ a p a n -
Madeのジュエリーを生
み出す。
　増えつつあるCADで

はなく、昔ながらの長い歳月を積み重
ねて生み出された宝石を、より美しく、
より素 敵に輝かせるためには、
KODAMAが受け継いできた繊細な感
性と巧緻な技が必ず必要になる。
　担当者は「平面デザインから立体へ
想像できないといけない。それもどうや
れば美しくなるかを考える必要がある。
CADには無い温かさや柔らかさは職人

技でしか出せない魅力。よく見なければ
わからないかもしれないことだが、さりげ
ない一瞬（視線）で、（その違いは）ジュエ
リーの存在感として現れるもの」と説明。
その違いは想像以上に人の感性に届く
ものである。CADで作った商品と職人
技の商品を見比べたが、明らかに柔ら
かさと温かみが職人技には見られた。
　それは“本物”を追い求めるこだわり
なのだろう。「時には頑固と思われた
り、愚直と言われたりするかもしれませ
ん。しかし、職人には譲れない想いや
妥協を許せない手技の世界があるの
です」と語るが、それはやはり「本物」を
追求し続けるジュエリーを作るために
必要なことなのである。
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　東京金銀器工業協同組合（森將理事
長）と東京銀器伝統工芸士会（石黒昭
雄会長）の「平成29年度合同新年会」
が、1月25日、オーラムで開催された。
　はじめに東京金銀器工業協同組合
の森理事長は「今年は激動の1年が予
想され、我々の業界は贅沢品や記念品
を制作しているため、比較的景気に左右
されやすく状況は良くない。英国や米国
の動向で日本の景気も楽観視すること
はできないが、それなりに頑張っていき
たい。また、一般にあまり認知されていな
いが、経済産業省主催の伝統的工芸品

月間が毎年11月に全国で1ヶ月間開催
される。昨年は福井県鯖江市、一昨年
は富山県高岡市で行われたが、今年は
初めて東京での開催が決定した。日程
は11月2日、4～6日の4日間。全国から
伝統工芸士1000名以上が参加する。
会場は有楽町の国際フォーラムを中心
に展開する（詳細未定）。組合として協
力したい」と挨拶した。
　続いて、東京銀器技能士会石黒会長
は「昨年は東京銀器伝統工芸士の試験
に3名が受検し、1名が合格。これで銀器
の伝統工芸士は30名になったが、残念
ながら年々受検者が減少している。諸先
輩から長く続いてきた伝統技術を後世に
伝えるためにこれからも努力していきた
い。また、昨年11月に鯖江で開催された
全国伝統月間のコンクールで東京銀器
伝統工芸士から2点が入選した。今年は

地元東京で開催
されるため、伝統
工芸をPRする絶
好の機会なの
で、是非出品して
ほしい」と挨拶し
た。来賓祝辞と
来賓紹介後、各
表彰者並びに受
賞者の報告に続
き、乾杯の発声
を東京金銀器工
業協同組合の大
渕武則顧問が行
い、開宴。恒例の
ビンゴゲームな
どで楽しみ、和や
かに歓談の時を
過ごした。
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